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(57)【要約】
　【課題】　携帯端末と接続されていないモニタに，顧
客の嗜好性を反映したコンテンツを再生できるシステム
を提供する。
　【解決手段】　店頭ディスプレイや店内ディスプレイ
には，大型モニタなど（２）が設けられる。その表示装
置のＩＤを携帯端末（３）が入手する。それを管理サー
バ（４）へ送信するとともに，コンテンツを選択するた
めの情報を送信する。そして，管理サーバは，コンテン
ツを記憶している放送サーバ（５）に対して，そのＩＤ
で特定される表示装置（２）へ，所定のコンテンツを送
るように指示する。このようにすれば，携帯端末を用い
て，店頭ディスプレイなどに希望するコンテンツを表示
できることとなる。
　【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生装置と，携帯端末と，管理サーバと，放送サーバを用いた再生システムであって，
 
　前記再生装置は，
　　通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信し，受信した音又
は映像を再生する装置であり，
　　前記通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信する受信手段
と，
　　前記受信した音又は映像に関する情報を再生する再生手段と，
　　前記再生情報および前記再生装置に関する情報を前記放送サーバへ送信する再生装置
の送信手段と，
　を有し，
　
　前記携帯端末は，
　　前記再生装置の識別情報である再生装置ＩＤを取得するＩＤ取得手段と，
　　前記携帯端末に入力された情報を用いて，前記管理サーバ又は前記放送サーバにアク
セスし，再生情報を得る再生情報取得手段と，
　　前記携帯端末が取得した前記再生装置ＩＤと前記再生情報を，前記通信網を介して前
記管理サーバへ送信する携帯端末の送信手段と，を有し，
　　　前記再生情報は前記再生装置で再生する音又は映像を指定する情報であり，
 
　前記管理サーバは，
　　前記携帯端末から送信された再生装置ＩＤを記憶するＩＤ記憶手段と，
　　前記携帯端末から送信された再生情報を記憶する再生情報記憶手段と，
　　前記再生情報を，前記通信網を介して前記再生装置ＩＤで特定される前記再生装置へ
送信する管理サーバの送信手段と，を有し，
 
　前記放送サーバは，
　　前記再生装置が再生できる音又は映像情報を記憶する音又は映像記憶部と，
　　前記再生装置の送信手段から送信された前記再生情報を受信する受信手段と，
　　受信した前記再生情報にしたがって，前記音又は映像記憶部から，前記再生装置によ
り再生される音又は映像情報を読み出す，音又は映像読み出し手段と，
　　前記読み出した音又は映像情報を，前記通信網を介して前記再生装置へ送信する放送
サーバの送信手段と，を有し，
 
　　前記携帯端末が，前記再生装置ＩＤを取得し，前記管理サーバ又は前記放送サーバに
アクセスして前記再生情報を取得して，前記再生装置ＩＤ及び前記再生情報を前記管理サ
ーバへ送信し，
 
　　前記管理サーバが，前記携帯端末から送信された前記再生装置ＩＤ及び前記再生情報
を記憶し，前記再生装置へ向けて前記再生情報を送信し，
 
　　前記再生装置は前記再生情報を受信し，前記放送サーバへ前記再生情報および前記再
生装置に関する情報を送信し，
 
　　前記放送サーバは，前記管理サーバから送信された前記再生情報および前記再生装置
に関する情報を受信し，受信した前記再生情報にしたがって前記再生装置により再生され
る前記音又は映像情報を前記音又は映像記憶部から読み出し，受信した再生装置に関する
情報を用いて前記再生装置へ前記音又は映像情報を送信し，
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　　前記再生装置は，通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信
し，受信した音又は映像を再生する，
 
　再生システム。
 
【請求項２】
　前記管理サーバは，
　　ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて，当該ある再生装置Ｉ
Ｄにおける候補情報を求めるための候補情報選択手段を有し，
　　　前記候補情報とは，ある再生装置ＩＤで特定される再生装置にいずれの携帯端末か
らの再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情報であり，
 
　　前記候補情報選択手段は，
　　　前記複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を用いて候補情報を求め
る，
　請求項１に記載の再生システム。
【請求項３】
　前記携帯端末は,
　　携帯端末の識別情報である携帯端末ＩＤを前記管理サーバへ送信する送信手段を有し
，
　　再生装置ＩＤ及び再生情報を管理サーバへ送信する際に，前記携帯端末ＩＤも合わせ
て送信し，
 
　前記管理サーバは，
　　前記携帯端末ＩＤを記憶する携帯端末ＩＤ記憶手段と，
　　ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報および携帯端末ＩＤと関連して
記憶した複数の再生情報を用いて，当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるため
の候補情報選択手段を有し，
　　　前記候補情報とは，ある再生装置ＩＤで特定される再生装置にいずれの携帯端末か
らの再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情報であり，
 
　　前記候補情報選択手段は，
　　　前記複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を用いて候補情報を求め
るとともに，前記再生装置ＩＤに再生情報を提供した携帯端末の携帯端末ＩＤを把握し，
その携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置ＩＤにお
ける候補情報を求める，
 
　請求項１に記載の再生システム。
 
【請求項４】
　再生装置と，携帯端末と，管理サーバと，放送サーバを用いた再生システムであって，
 
　前記再生装置は，
　　通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信し，受信した音又
は映像を再生する装置であり，
　　前記通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信する受信手段
と，
　　前記受信した音又は映像に関する情報を再生する再生手段と，
　を有し，
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　前記携帯端末は，
　　前記再生装置の識別情報である再生装置ＩＤを取得するＩＤ取得手段と，
　　前記携帯端末に入力された情報を用いて，前記管理サーバ又は前記放送サーバにアク
セスし，再生情報を得る再生情報取得手段と，
　　前記携帯端末が取得した前記再生装置ＩＤと前記再生情報を，前記通信網を介して前
記管理サーバへ送信する携帯端末の送信手段と，を有し，
　　　前記再生情報は前記再生装置で再生する音又は映像を指定する情報であり，
 
　前記管理サーバは，
　　前記携帯端末から送信された再生装置ＩＤを記憶するＩＤ記憶手段と，
　　前記携帯端末から送信された再生情報を記憶する再生情報記憶手段と，
　　前記再生情報を，前記通信網を介して前記放送サーバへ送信するとともに，前記再生
装置ＩＤで特定される再生装置に関する情報を，前記放送サーバへ送信する管理サーバの
送信手段と，を有し，
 
　前記放送サーバは，
　　前記再生装置が再生できる音又は映像情報を記憶する音又は映像記憶部と，
　　前記管理サーバの送信手段から送信された前記再生情報を受信する受信手段と，
　　受信した前記再生情報にしたがって，前記音又は映像記憶部から，前記再生装置によ
り再生される音又は映像情報を読み出す，音又は映像読み出し手段と，
　　前記読み出した音又は映像情報を，前記通信網を介して前記再生装置へ送信する放送
サーバの送信手段と，を有し，
 
　　前記携帯端末が，前記再生装置ＩＤを取得し，前記管理サーバ又は前記放送サーバに
アクセスして前記再生情報を取得して，前記再生装置ＩＤ及び前記再生情報を前記管理サ
ーバへ送信し，
 
　　前記管理サーバが，前記携帯端末から送信された前記再生装置ＩＤ及び前記再生情報
を記憶し，前記放送サーバへ向けて前記再生情報及び前記再生装置ＩＤで特定される再生
装置に関する情報を送信し，
 
　　前記放送サーバは，前記管理サーバから送信された前記再生情報および前記再生装置
に関する情報を受信し，受信した前記再生情報にしたがって前記再生装置により再生され
る前記音又は映像情報を前記音又は映像記憶部から読み出し，受信した再生装置に関する
情報を用いて前記再生装置へ前記音又は映像情報を送信し，
 
　　前記再生装置は，通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信
し，受信した音又は映像を再生する，
 
　再生システム。
【請求項５】
　前記管理サーバは，
　　ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて，当該ある再生装置Ｉ
Ｄの候補情報を求めるものであり，
　　　前記候補情報とは，携帯端末からの再生要求がない場合に再生する音又は映像情報
の候補の再生情報である，
　請求項４に記載の再生システム。
【請求項６】
　前記携帯端末は,
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　　携帯端末の識別情報である携帯端末ＩＤを前記管理サーバへ送信する送信手段を有し
，
　　再生装置ＩＤ及び再生情報を管理サーバへ送信する際に，前記携帯端末ＩＤも合わせ
て送信し，
 
　前記管理サーバは，
　　前記携帯端末ＩＤを記憶する携帯端末ＩＤ記憶手段と，
　　ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報および携帯端末ＩＤと関連して
記憶した複数の再生情報を用いて，当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるため
の候補情報選択手段を有し，
　　　前記候補情報とは，ある再生装置ＩＤで特定される再生装置にいずれの携帯端末か
らの再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情報であり，
 
　　前記候補情報選択手段は，
　　　前記複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を用いて候補情報を求め
るとともに，前記再生装置ＩＤに再生情報を提供した携帯端末の携帯端末ＩＤを把握し，
その携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置ＩＤにお
ける候補情報を求める，
 
　請求項４に記載の再生システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，たとえば，携帯端末を利用して，店先などに設置してあるモニタに映像コン
テンツを再生できる再生システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯端末を利用したコンテンツ表示システムは知られている（たとえば，特開２００７
－２４９３５８号公報）。しかし，通常，従来のシステムは，携帯電話に設置されている
モニタにコンテンツを表示するものである。このような表示システムは，持参した携帯端
末に入手したコンテンツを出力するものである。この表示システムは，モニタが小画面に
なるという問題がある。また，この表示システムは，近くにいる者にモニタに出力される
コンテンツを用いてアピールするといった用い方をすることができない。
【０００３】
　たとえば，喫茶店内にモニタを用意しておき，このモニタに携帯電話で指定したコンテ
ンツを放映できるようにすれば，新しいコンテンツ表示システムを構築できる。
【特許文献１】特開２００７－２４９３５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで，本発明は，携帯端末を用いて，携帯端末と接続されていないモニタに携帯端末
により指示されたコンテンツを出力できる再生システムや，顧客の嗜好性を反映したコン
テンツを再生できる再生システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の基本概念は以下のとおりである。つまり，店頭ディスプレイや店内ディスプレ
イに大型モニタなどの再生装置（２）を設ける。そして，その再生装置はＩＤを有してお
り，そのＩＤを携帯端末（３）で入手できるようにされている。ある携帯端末が再生装置
のＩＤを入手し，それを管理サーバ（４）へ送信するとともに，コンテンツを選択するた
めの情報を送信する。そして，管理サーバは，コンテンツを記憶している放送サーバ（５
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）に対して，そのＩＤで特定される再生装置（２）へ，所定のコンテンツを送るように指
示する。または，管理サーバは再生装置（２）へ再生情報を送信し，再生装置（２）が放
送サーバ（５）に対し，再生情報や再生装置のＩＤを送信する。このようにすれば，携帯
端末を用いて，店頭ディスプレイなどに希望するコンテンツを表示できることとなる。
【０００６】
　具体的に説明すると，本発明の第１の側面にかかる再生システムは，以下の発明である
。すなわち，再生装置と，携帯端末と，管理サーバと，放送サーバを用いた再生システム
に関する。前記再生装置は，通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報
を受信し，受信した音又は映像を再生する装置であり，前記通信網を介して前記放送サー
バから音又は映像に関する情報を受信する受信手段と，前記受信した音又は映像に関する
情報を再生する再生手段と，前記再生情報および前記再生装置に関する情報を前記放送サ
ーバへ送信する再生装置の送信手段と，を有する。
【０００７】
　前記携帯端末は，前記再生装置の識別情報である再生装置ＩＤを取得するＩＤ取得手段
と，前記携帯端末に入力された情報を用いて，前記管理サーバ又は前記放送サーバにアク
セスし，再生情報を得る再生情報取得手段と，前記携帯端末が取得した前記再生装置ＩＤ
と前記再生情報を，前記通信網を介して前記管理サーバへ送信する携帯端末の送信手段と
，を有する。また，前記再生情報は前記再生装置で再生する音又は映像を指定する情報で
ある。
【０００８】
　前記管理サーバは，前記携帯端末から送信された再生装置ＩＤを記憶するＩＤ記憶手段
と，前記携帯端末から送信された再生情報を記憶する再生情報記憶手段と，前記再生情報
を，前記通信網を介して前記再生装置ＩＤで特定される前記再生装置へ送信する管理サー
バの送信手段と，を有する。
【０００９】
　前記放送サーバは，前記再生装置が再生できる音又は映像情報を記憶する音又は映像記
憶部と，前記再生装置の送信手段から送信された前記再生情報を受信する受信手段と，受
信した前記再生情報にしたがって，前記音又は映像記憶部から，前記再生装置により再生
される音又は映像情報を読み出す，音又は映像読み出し手段と，前記読み出した音又は映
像情報を，前記通信網を介して前記再生装置へ送信する放送サーバの送信手段と，を有す
る。
【００１０】
　前記携帯端末が，前記再生装置ＩＤを取得し，前記管理サーバ又は前記放送サーバにア
クセスして前記再生情報を取得して，前記再生装置ＩＤ及び前記再生情報を前記管理サー
バへ送信する。前記管理サーバが，前記携帯端末から送信された前記再生装置ＩＤ及び前
記再生情報を記憶し，前記再生装置へ向けて前記再生情報を送信する。前記再生装置は前
記再生情報を受信し，前記放送サーバへ前記再生情報および前記再生装置に関する情報を
送信する。前記放送サーバは，前記管理サーバから送信された前記再生情報および前記再
生装置に関する情報を受信し，受信した前記再生情報にしたがって前記再生装置により再
生される前記音又は映像情報を前記音又は映像記憶部から読み出し，受信した再生装置に
関する情報を用いて前記再生装置へ前記音又は映像情報を送信する。前記再生装置は，通
信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信し，受信した音又は映像
を再生する。
【００１１】
　本発明の第１の側面の好ましいパターンは，前記管理サーバは，ある再生装置ＩＤと関
連して記憶した複数の再生情報を用いて，当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求め
るための候補情報選択手段を有する。そして，前記候補情報とは，ある再生装置ＩＤで特
定される再生装置にいずれの携帯端末からの再生要求がない場合に再生する音又は映像情
報の候補の再生情報である。また，前記候補情報選択手段は，前記複数の再生装置ＩＤに
関連付けて記憶された再生情報を用いて候補情報を求める。
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【００１２】
　本発明の第１の側面の好ましいパターンは，前記携帯端末は,携帯端末の識別情報であ
る携帯端末ＩＤを前記管理サーバへ送信する送信手段を有し，再生装置ＩＤ及び再生情報
を管理サーバへ送信する際に，前記携帯端末ＩＤも合わせて送信する。また管理サーバは
，前記携帯端末ＩＤを記憶する携帯端末ＩＤ記憶手段と，ある再生装置ＩＤと関連して記
憶した複数の再生情報および携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて，
当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるための候補情報選択手段を有し，前記候
補情報とは，ある再生装置ＩＤで特定される再生装置にいずれの携帯端末からの再生要求
がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情報であり，前記候補情報選択手段は
，前記複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を用いて候補情報を求めると
ともに，前記再生装置ＩＤに再生情報を提供した携帯端末の携帯端末ＩＤを把握し，その
携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置ＩＤにおける
候補情報を求める。
【００１３】
　また本発明の第２の側面にかかる再生システムは，以下の発明である。すなわち，再生
装置と，携帯端末と，管理サーバと，放送サーバを用いた再生システムに関する。再生装
置は，通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信し，受信した音
又は映像を再生する装置であり，前記通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関
する情報を受信する受信手段と，前記受信した音又は映像に関する情報を再生する再生手
段と，を有する。
【００１４】
　前記携帯端末は，前記再生装置の識別情報である再生装置ＩＤを取得するＩＤ取得手段
と，前記携帯端末に入力された情報を用いて，前記管理サーバ又は前記放送サーバにアク
セスし，再生情報を得る再生情報取得手段と，前記携帯端末が取得した前記再生装置ＩＤ
と前記再生情報を，前記通信網を介して前記管理サーバへ送信する携帯端末の送信手段と
，を有する。そして，前記再生情報は前記再生装置で再生する音又は映像を指定する情報
である。
【００１５】
　前記管理サーバは，前記携帯端末から送信された再生装置ＩＤを記憶するＩＤ記憶手段
と，前記携帯端末から送信された再生情報を記憶する再生情報記憶手段と，前記再生情報
を，前記通信網を介して前記放送サーバへ送信するとともに，前記再生装置ＩＤで特定さ
れる再生装置に関する情報を，前記放送サーバへ送信する管理サーバの送信手段と，を有
する。
【００１６】
　前記放送サーバは，前記再生装置が再生できる音又は映像情報を記憶する音又は映像記
憶部と，前記管理サーバの送信手段から送信された前記再生情報を受信する受信手段と，
受信した前記再生情報にしたがって，前記音又は映像記憶部から，前記再生装置により再
生される音又は映像情報を読み出す，音又は映像読み出し手段と，前記読み出した音又は
映像情報を，前記通信網を介して前記再生装置へ送信する放送サーバの送信手段と，を有
する。
【００１７】
　前記携帯端末が，前記再生装置ＩＤを取得し，前記管理サーバ又は前記放送サーバにア
クセスして前記再生情報を取得して，前記再生装置ＩＤ及び前記再生情報を前記管理サー
バへ送信する。前記管理サーバが，前記携帯端末から送信された前記再生装置ＩＤ及び前
記再生情報を記憶し，前記放送サーバへ向けて前記再生情報及び前記再生装置ＩＤで特定
される再生装置に関する情報を送信する。前記放送サーバは，前記管理サーバから送信さ
れた前記再生情報および前記再生装置に関する情報を受信し，受信した前記再生情報にし
たがって前記再生装置により再生される前記音又は映像情報を前記音又は映像記憶部から
読み出し，受信した再生装置に関する情報を用いて前記再生装置へ前記音又は映像情報を
送信する。前記再生装置は，通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報
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を受信し，受信した音又は映像を再生する。
【００１８】
　本発明の第２の側面の好ましいパターンは，前記管理サーバは，ある再生装置ＩＤと関
連して記憶した複数の再生情報を用いて，当該ある再生装置ＩＤの候補情報を求めるもの
である。ここで，前記候補情報とは，携帯端末からの再生要求がない場合に再生する音又
は映像情報の候補の再生情報である。
【００１９】
　本発明の第２の側面の好ましいパターンは，前記携帯端末は,携帯端末の識別情報であ
る携帯端末ＩＤを前記管理サーバへ送信する送信手段を有し，再生装置ＩＤ及び再生情報
を管理サーバへ送信する際に，前記携帯端末ＩＤも合わせて送信する。前記管理サーバは
，前記携帯端末ＩＤを記憶する携帯端末ＩＤ記憶手段と，ある再生装置ＩＤと関連して記
憶した複数の再生情報および携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて，
当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるための候補情報選択手段を有する。そし
て，前記候補情報とは，ある再生装置ＩＤで特定される再生装置にいずれの携帯端末から
の再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情報である。前記候補情報
選択手段は，前記複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を用いて候補情報
を求めるとともに，前記再生装置ＩＤに再生情報を提供した携帯端末の携帯端末ＩＤを把
握し，その携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置Ｉ
Ｄにおける候補情報を求める。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば，携帯端末を用いて，携帯端末と接続されていないモニタに携帯端末に
より指示されたコンテンツを出力できる再生システムや，顧客の嗜好性を反映したコンテ
ンツを再生できる再生システムを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　再生システム（１）は，再生装置（２）と，携帯端末（３）と，管理サーバ（４）と，
放送サーバ（５）を用いたシステムに関する。
【００２２】
　再生装置（２）は，通信網（６）を介して放送サーバから音又は映像に関する情報を受
信し，受信した音又は映像を再生する装置である。再生装置の例は，モニタである。この
再生装置は，店頭ディスプレイや，店内に設置されたモニタであってもよい。また，顧客
が一定時間待つような箇所に設置されたモニタであってもよい。また，複数台のモニタが
設置されている室内におけるモニタであってもよい。再生装置（２）は，コンピュータな
どと接続されているものが好ましい。このような場合，再生装置（２）は，管理サーバか
ら再生情報を受信する再生情報受信手段と，通信網を介して前記放送サーバから音又は映
像に関する情報を受信する受信手段と，受信した音又は映像に関する情報を再生する再生
手段と，再生情報及び前記再生装置の識別情報である再生装置ＩＤを前記放送サーバへ送
信する再生装置の送信手段とを有するものであってもよい。このような送受信手段や再生
手段は，通常のコンピュータが備えるものであってもよい。
【００２３】
　携帯端末（３）の例は，携帯電話，ＰＤＡ，携帯型コンピュータ，アイフォーン（登録
商標），ウェアラブルコンピュータ又はノート型パーソナルコンピュータである。携帯端
末（３）は，ＩＤ取得手段（３１），再生情報取得手段（３３）および携帯端末の送信手
段（３５）を有する。
【００２４】
　ＩＤ取得手段（３１）は，再生装置の識別情報である再生装置ＩＤを取得するための手
段である。
【００２５】
　再生情報取得手段（３３）は，携帯端末に入力された情報を用いて，管理サーバ又は放
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送サーバにアクセスし，再生情報を得る手段である。再生情報取得手段は，ブラウザ機能
を有するソフトウェアを用いたシステムにより実現できる。
【００２６】
　携帯端末の送信手段（３５）は，取得した再生装置ＩＤ及び再生情報を，通信網を介し
て管理サーバへ送信するための手段である。携帯端末の送信手段の例は，携帯端末のイン
ターフェイスを含むシステムである。
【００２７】
　携帯端末（３）は，上記の各手段以外にも，携帯端末として機能するために必要な各種
手段を備えている。たとえば，携帯端末の受信手段を備えており，各種情報を受信できる
。また，制御部，記憶部，演算部，入出力部を備えており，各種演算処理を行うことがで
きるようにされている。
【００２８】
　管理サーバ（４）は，ＩＤ記憶手段（４１）と，再生情報記憶手段（４３）と，管理サ
ーバの送信手段（４５）とを有する。図１において，管理サーバ（４）の内部構造は，符
号４により指定される点線内で示されている。
【００２９】
　ＩＤ記憶手段（４１）は，携帯端末から送信された再生装置ＩＤを記憶する手段である
。ＩＤ記憶手段の例は，サーバ内の記憶装置である。記憶装置として，ハードディスク，
フラッシュメモリ，ＤＲＡＭがあげられる。管理サーバは，受信した再生装置ＩＤに関す
る情報を，記憶装置の所定の領域に記憶する。
【００３０】
　再生情報記憶手段（４３）は，再生情報を記憶する手段である。再生情報記憶手段の例
は，サーバ内の記憶装置である。記憶装置として，ハードディスク，フラッシュメモリ，
ＤＲＡＭがあげられる。管理サーバは，受信した再生情報を，記憶装置の所定の領域に記
憶する。再生情報記憶手段として，再生情報と再生装置ＩＤとを関連付けて記憶する手段
を有するものが好ましい。
【００３１】
　管理サーバの送信手段（４５）は，再生情報と再生装置ＩＤとを，通信網を介して放送
サーバへ送信するための手段である。この送信手段の例は，携帯端末のインターフェイス
を含むシステムである。管理サーバの送信手段は，たとえば，放送サーバのＩＰアドレス
，再生情報及び再生装置ＩＤを記憶部から読み出す手段と，読み出した再生情報及び再生
装置ＩＤをパケットのペイロード情報にして，管理サーバへ向けたヘッダを付して，通信
網へ出力する手段とを有するものがあげられる。
【００３２】
　管理サーバ（４）は，上記の各手段以外にも，サーバとして機能するために必要な各種
手段を備えている。たとえば，サーバの受信手段を備えており，各種情報を受信できる。
また，制御部，記憶部，演算部，入出力部を備えており，各種演算処理を行うことができ
るようにされている。
【００３３】
　放送サーバ（５）は，音又は映像記憶部（５１），受信手段（５３），音又は映像読み
出し手段（５５），放送サーバの送信手段（５７）と，を有する。図１において，放送サ
ーバ（５）の内部構造は，符号５により指定される点線内で示されている。
【００３４】
　音又は映像記憶部（５１）は，再生装置が再生できる音又は映像情報を記憶する。音又
は映像記憶部の例は，データベースである。このデータベースでは，音又は映像コンテン
ツが，識別ＩＤと関連付けられて記憶されている。
【００３５】
　受信手段（５３）は，管理サーバの送信手段から送信された再生情報と再生装置ＩＤと
を受信する手段である。具体的には，放送サーバのインターフェイスを含むシステムがあ
げられる。
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【００３６】
　音又は映像読み出し手段（５５）は，再生情報にしたがって，音又は映像記憶部から，
再生装置により再生される音又は映像情報を読み出す手段である。たとえば，管理サーバ
に所定の情報が入力されると，記憶装置から音又は映像情報を読み出すための制御プログ
ラムが起動される。そして，管理サーバに入力された，識別ＩＤを用いて，この識別ＩＤ
と関連して記憶されている音又は映像情報を読み出す。読み出した音又は映像情報は，メ
モリなどに一時的に記憶されてもよい。
【００３７】
　放送サーバの送信手段（５６）は，読み出した音又は映像情報を，通信網を介して再生
装置ＩＤにより特定される再生装置へ送信する手段である。放送サーバの送信手段は，た
とえば，放送サーバのインターフェイスを含むシステムにより実現できる。
【００３８】
　次に本システムの動作例を説明する。図２は，本発明の動作例を示すフローチャートで
ある。なお，図中Ｓはステップ（工程）を示す。まず，携帯端末（３）が，再生装置ＩＤ
を取得する（ステップ１０１）。たとえば，店内の所定の箇所に設けられたバーコードを
カメラで撮影すると，再生装置ＩＤを入手できるものがあげられる。また，たとえば，携
帯端末に，所定の情報が入力された場合に，入力された情報を再生装置ＩＤとして入手す
ることで再生装置ＩＤを取得してもよい。たとえば，携帯端末を操作して所定の表示画面
とする。そして，テンキーを用いて携帯端末内に再生装置ＩＤに関する情報が入力される
。すると，携帯端末は，入力された情報を，再生装置ＩＤとして取得する。なお，取得し
た再生装置ＩＤは，バッファメモリなどに一時的に記憶されてもよい。
【００３９】
　携帯端末（３）は，管理サーバ（４）又は放送サーバ（５）にアクセスして再生情報を
取得する（ステップ１０２）。携帯端末におけるプログラムを立ち上げ，携帯端末の通信
手段を用いて管理サーバ又は放送サーバへアクセスする。アクセスしたサーバから得られ
る表示情報に従った情報が携帯端末へ入力されるので，この入力された情報を用いて再生
情報を取得すればよい。再生情報は，再生装置で再生する音又は映像を指定する情報であ
る。再生情報の例は，放送サーバにおいて記憶されているコンテンツを指定するＩＤ，パ
スワード，管理番号があげられる。また，再生情報の別の例は，映画のタイトル，書物の
題名，楽曲があげられる。得られた再生情報は通信網を介して管理サーバへ送信されても
よい。また，再生情報が抽出される際に，再生情報が管理サーバへ送信されたとみなして
もよい。そして，再生情報は，管理サーバにおいて記憶されてもよい。携帯端末への入力
情報については，ブラウザ上に表示される情報だけでなく，携帯端末に搭載されたカメラ
によって受信される画像情報を検索クエリーとして入力としてもよいし，携帯端末に内蔵
されている三軸加速度センサー，磁気センサー，ＧＰＳ等により取得された物理的な位置
，現在時刻をクエリーとしてもよい。
【００４０】
　携帯端末は，再生装置ＩＤ及び再生情報を，管理サーバへ送信する（ステップ１０３）
。送信工程の例は，管理サーバのＩＰアドレス，及び再生装置ＩＤを記憶部から読み出し
て，読み出した再生装置ＩＤ及び再生情報をパケットのペイロード情報にし，このペイロ
ードに管理サーバへ向けたヘッダを付して，通信網（６）へ出力するものである。なお，
再生情報取得手段が，管理サーバにおいて再生情報を抽出する際に，所定の情報を送信す
ることで再生情報を抽出できる場合は，この所定の情報を送信することで再生情報を送信
したとみなしてもよい。
【００４１】
　そして，管理サーバ（４）が，携帯端末から送信された再生装置ＩＤ及び再生情報を受
信し，記憶する（ステップ２０１）。この際，再生情報と再生装置ＩＤとを関連付けて記
憶するものが好ましい。これにより再生装置ＩＤと再生情報とを組み合わせて管理でき，
処理できることとなる。具体的には，管理サーバのデータベースに，再生装置ＩＤと，再
生情報とを関連付けて記憶すればよい。そして，この管理サーバは，再生装置ＩＤごとに
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，再生情報を蓄積できるものが好ましい。このようにすることで，ある再生装置ＩＤにお
いて再生される情報の傾向を把握できる。
【００４２】
　つまり，好ましい管理サーバ（４）の例は，ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数
の再生情報を用いて，候補情報を求めるものである。ここで，候補情報とは，この再生装
置ＩＤに，携帯端末からの再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情
報である。そして，管理サーバ（４）の好ましい例は，複数の再生情報のうち同じタイト
ルが多く含まれるものを優先的に抽出することで候補情報を求めるものである。このよう
にすれば，ある再生装置でリクエストが多いコンテンツを，再生要求がない場合に再生さ
せることができることとなる。管理サーバは任意の計時手段を有している。そして，たと
えば，ある再生装置ＩＤについて所定時間リクエストがない場合，ある再生装置ＩＤを特
定した過去のリクエストを集計する。そして，たとえば，これまで選択されたことの多い
再生情報を１個～数個選択する。その上で，ある再生装置についてリクエストがない場合
には，選択した再生情報を１個から数個選択し，放送サーバにこの再生装置ＩＤとともに
送信する。すると，放送サーバは，再生装置ＩＤと再生情報（候補情報）を用いて，所定
のコンテンツを読み出し，再生装置へと送信する。このようにすることで，ある再生装置
に集まる顧客の嗜好性に沿ったコンテンツを表示できることとなる。
【００４３】
　管理サーバ（４）は，放送サーバ（５）へ向けて再生装置ＩＤ及び再生情報を送信する
（ステップ２０２）。管理サーバは，放送サーバのアドレスを記憶している。そして，再
生装置ＩＤ及び再生情報を送信する際には，記憶している放送サーバのアドレスを読み出
す。そして，読み出したアドレス情報をヘッダ部分に含ませ，再生装置ＩＤと再生情報と
を組み合わせたパケットとして通信網（６）へ送信する。このようにして，再生装置ＩＤ
と再生情報とが，放送サーバ（５）へと送信される。
【００４４】
　放送サーバ（５）は，管理サーバから送信された再生装置ＩＤ及び再生情報を受信する
（ステップ３０１）。放送サーバは，たとえば，受信したパケットを分析する装置を有し
ている。そして，受信したパケットからヘッダを分離し，ヘッダが自らを指定するアドレ
スを含む場合，受信したパケットが自らに当てられたものと判断する。この場合，受信し
たパケットのペイロード部分を抽出し，放送サーバ内に入力する。
【００４５】
　放送サーバ（５）は，受信した再生情報にしたがって，再生装置により再生される音又
は映像情報を音又は映像記憶部から読み出す（ステップ３０２）。たとえば，放送サーバ
（５）は，データベースが構成されており，識別ＩＤと関連付けて，コンテンツが記憶さ
れている。そこで，再生情報が識別ＩＤである場合は，この識別ＩＤを用いて，識別ＩＤ
と関連付けて記憶されている音又は映像情報を読み出す。また，再生情報が，映画のタイ
トルである場合は，この映画のタイトルと関連付けて記憶されている映画の音声情報と映
像情報とを読み出す。このようにして，携帯端末からリクエストがあったコンテンツを読
み出すことができる。
【００４６】
　放送サーバ（５）は，再生装置ＩＤにより特定される再生装置へ，音又は映像情報を送
信する（ステップ３０３）。送信の方法は，これまで説明したものと同様である。
【００４７】
　すると，再生装置（２）は，音又は映像情報を受信する（ステップ４０１）。そして，
受信した映像情報をフレームバッファに記憶し，映像を再生する。また，受信した音をバ
ッファに記憶し，音を再生する。このようにして，再生装置において，携帯端末で指定し
た音又は映像情報を，再生装置（２）に再生させる（ステップ４０２）。
【００４８】
　次に，本発明の好ましいパターン例について説明する。この例は，管理サーバが，上記
の構成に加え，さらに，ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて，
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当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるための候補情報選択手段を有する。ここ
で「候補情報」とは，ある再生装置ＩＤで特定される再生装置にいずれの携帯端末からの
再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情報である。つまり，店頭モ
ニタなどについて，携帯端末から再生要求がない場合，店頭モニタをうまく活用できない
。このため，過去のデータを利用することで，店頭モニタにおいて表示させる候補をあげ
ることができる。具体的には，管理サーバは，再生装置ＩＤに関連して，複数の再生情報
を記憶している。このさい記憶した再生情報に紐付けられて記憶されている再生情報を候
補情報としてあげればよい。なお，複数の再生情報のうち記憶された回数の多いものを候
補情報としてあげてもよい。また，再生情報に関連する再生情報を，ワード検索などを用
いて抽出し，候補情報としてもよい。このような候補情報選択手段を有するので，再生要
求がない場合であっても，ある再生装置を見るものに興味が深い情報を表示できることと
なる。なお，再生装置で再生されるコンテンツは，あらかじめ用意された映像（環境映像
など）やムービークリップなどであってもかまわない。また，１つのディスプレイ上の画
面を複数に分割し，それぞれの分割画面に異なる映像が再生されるものであっても良い。
【００４９】
　次に，本発明の好ましいパターン例について説明する。この例では，携帯端末が,携帯
端末の識別情報である携帯端末ＩＤを前記管理サーバへ送信する送信手段を有する。そし
て，携帯端末が，再生装置ＩＤ及び再生情報を管理サーバへ送信する際に，携帯端末ＩＤ
も合わせて送信する。
【００５０】
　一方，管理サーバは，携帯端末ＩＤを記憶する携帯端末ＩＤ記憶手段と，ある再生装置
ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報および携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再
生情報を用いて，当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるための候補情報選択手
段をさらに有する。
【００５１】
　候補情報選択手段は，複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を用いて候
補情報を求めるとともに，再生装置ＩＤに再生情報を提供した携帯端末の携帯端末ＩＤを
把握し，その携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置
ＩＤにおける候補情報を求める。複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を
用いて候補情報を求める方法は，さきに説明したとおりである。これと同様の方法を用い
て，携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置ＩＤにお
ける候補情報を求めればよい。
【００５２】
　次に，上記とは別の再生システムについて説明する。この再生システムは，要するに，
管理サーバが取得した再生情報を，再生装置が入手し，再生装置が放送サーバに対して再
生情報を送信するものに関する。よって，先に説明した再生システムの構成を適宜利用す
ることができる。
【００５３】
　具体的には，この再生システムは，再生装置と，携帯端末と，管理サーバと，放送サー
バを用いた再生システムに関する。
【００５４】
　再生装置は，通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信し，受
信した音又は映像を再生する装置である。そして，管理サーバから再生情報を受信する再
生情報受信手段と，通信網を介して前記放送サーバから音又は映像に関する情報を受信す
る受信手段と，受信した音又は映像に関する情報を再生する再生手段と，再生情報及び前
記再生装置の識別情報である再生装置ＩＤを前記放送サーバへ送信する再生装置の送信手
段とを有する。受信手段は，通常のコンピュータが有している受信装置を適宜利用すれば
よく，再生手段もモニタやスピーカなどが有するものを適宜用いればよい。
【００５５】
　携帯端末は，先に説明したものと同様である。
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【００５６】
　管理サーバは，携帯端末から送信された再生装置ＩＤを記憶するＩＤ記憶手段と，携帯
端末から送信された再生情報を記憶する再生情報記憶手段と，再生情報を，通信網を介し
て再生装置へ送信する管理サーバの送信手段とを有する。
【００５７】
　すなわち，この側面にかかる再生装置は，再生情報を，通信網を介して放送装置へ送信
する。再生情報を，通信網を介して再生装置へ送信する方法は公知である。この際，再生
装置を特定する情報もあわせて，放送サーバへ送信してもよい。
【００５８】
　放送サーバは，再生装置が再生できる音又は映像情報を記憶する音又は映像記憶部と，
再生装置の送信手段から送信された前記再生情報と前記再生装置ＩＤとを受信する受信手
段と，受信した前記再生情報にしたがって，音又は映像記憶部から再生装置により再生さ
れる音又は映像情報を読み出す，音又は映像読み出し手段と，読み出した音又は映像情報
を，通信網を介して再生装置ＩＤにより特定される再生装置へ送信する放送サーバの送信
手段と，を有する。この構成も実質的には先に説明したものと同様である。
【００５９】
　図３は，本発明の動作例を示すフローチャートである。なお，図中Ｓはステップ（工程
）を示す。まず，携帯端末（３）が，再生装置ＩＤを取得する（ステップ１０１）。たと
えば，店内の所定の箇所に設けられたバーコードをカメラで撮影すると，再生装置ＩＤを
入手できるものがあげられる。また，たとえば，携帯端末に，所定の情報が入力された場
合に，入力された情報を再生装置ＩＤとして入手することで再生装置ＩＤを取得してもよ
い。たとえば，携帯端末を操作して所定の表示画面とする。そして，テンキーを用いて携
帯端末内に再生装置ＩＤに関する情報が入力される。すると，携帯端末は，入力された情
報を，再生装置ＩＤとして取得する。なお，取得した再生装置ＩＤは，バッファメモリな
どに一時的に記憶されてもよい。
【００６０】
　携帯端末（３）は，管理サーバ（４）又は放送サーバ（５）にアクセスして再生情報を
取得する（ステップ１０２）。携帯端末におけるプログラムを立ち上げ，携帯端末の通信
手段を用いて管理サーバ又は放送サーバへアクセスする。アクセスしたサーバから得られ
る表示情報に従った情報が携帯端末へ入力されるので，この入力された情報を用いて再生
情報を取得すればよい。再生情報は，再生装置で再生する音又は映像を指定する情報であ
る。再生情報の例は，放送サーバにおいて記憶されているコンテンツを指定するＩＤ，パ
スワード，管理番号があげられる。また，再生情報の別の例は，映画のタイトル，書物の
題名，楽曲があげられる。得られた再生情報は通信網を介して管理サーバへ送信されても
よい。また，再生情報が抽出される際に，再生情報が管理サーバへ送信されたとみなして
もよい。そして，再生情報は，管理サーバにおいて記憶されてもよい。
【００６１】
　携帯端末は，再生装置ＩＤ及び再生情報を，管理サーバへ送信する（ステップ１０３）
。送信工程の例は，管理サーバのＩＰアドレス，及び再生装置ＩＤを記憶部から読み出し
て，読み出した再生装置ＩＤ及び再生情報をパケットのペイロード情報にし，このペイロ
ードに管理サーバへ向けたヘッダを付して，通信網（６）へ出力するものである。なお，
再生情報取得手段が，管理サーバにおいて再生情報を抽出する際に，所定の情報を送信す
ることで再生情報を抽出できる場合は，この所定の情報を送信することで再生情報を送信
したとみなしてもよい。
【００６２】
　そして，管理サーバ（４）が，携帯端末から送信された再生装置ＩＤ及び再生情報を受
信し，記憶する（ステップ２０１）。この際，再生情報と再生装置ＩＤとを関連付けて記
憶するものが好ましい。これにより再生装置ＩＤと再生情報とを組み合わせて管理でき，
処理できることとなる。具体的には，管理サーバのデータベースに，再生装置ＩＤと，再
生情報とを関連付けて記憶すればよい。そして，この管理サーバは，再生装置ＩＤごとに
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，再生情報を蓄積できるものが好ましい。このようにすることで，ある再生装置ＩＤにお
いて再生される情報の傾向を把握できる。
【００６３】
　つまり，好ましい管理サーバ（４）の例は，ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数
の再生情報を用いて，候補情報を求めるものである。ここで，候補情報とは，この再生装
置ＩＤに，携帯端末からの再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情
報である。そして，管理サーバ（４）の好ましい例は，複数の再生情報のうち同じタイト
ルが多く含まれるものを優先的に抽出することで候補情報を求めるものである。このよう
にすれば，ある再生装置でリクエストが多いコンテンツを，再生要求がない場合に再生さ
せることができることとなる。管理サーバは任意の計時手段を有している。そして，たと
えば，ある再生装置ＩＤについて所定時間リクエストがない場合，ある再生装置ＩＤを特
定した過去のリクエストを集計する。そして，たとえば，これまで選択されたことの多い
再生情報を１個～数個選択する。その上で，ある再生装置についてリクエストがない場合
には，選択した再生情報を１個から数個選択し，放送サーバにこの再生装置ＩＤとともに
送信する。すると，放送サーバは，再生装置ＩＤと再生情報（候補情報）を用いて，所定
のコンテンツを読み出し，再生装置へと送信する。このようにすることで，ある再生装置
に集まる顧客の嗜好性に沿ったコンテンツを表示できることとなる。
【００６４】
　管理サーバ（４）は，再生装置（２）へ向けて再生情報を送信する（ステップ２０２’
）。管理サーバは，再生装置のアドレスを記憶している。そして，再生情報を送信する際
には，記憶している再生装置のアドレスを読み出す。なお，再生装置ＩＤにそのようなア
ドレスが含まれていてもよい。そして，読み出したアドレス情報をヘッダ部分に含ませ，
再生情報とを組み合わせたパケットとして通信網（６）へ送信する。このようにして，再
生情報が，再生装置（２）へと送信される。
【００６５】
　再生装置（２）は，再生情報を受信する（ステップ２０３’）。そして，再生装置（２
）は，放送サーバ（５）へ向けて再生情報及び再生装置に関する情報を送信する（ステッ
プ２０４’）。
【００６６】
　放送サーバ（５）は，再生装置から送信された再生装置に関する情報及び再生情報を受
信する（ステップ３０１）。放送サーバは，たとえば，受信したパケットを分析する装置
を有している。そして，受信したパケットからヘッダを分離し，ヘッダが自らを指定する
アドレスを含む場合，受信したパケットが自らに当てられたものと判断する。この場合，
受信したパケットのペイロード部分を抽出し，放送サーバ内に入力する。
【００６７】
　放送サーバ（５）は，受信した再生情報にしたがって，再生装置により再生される音又
は映像情報を音又は映像記憶部から読み出す（ステップ３０２）。たとえば，放送サーバ
（５）は，データベースが構成されており，識別ＩＤと関連付けて，コンテンツが記憶さ
れている。そこで，再生情報が識別ＩＤである場合は，この識別ＩＤを用いて，識別ＩＤ
と関連付けて記憶されている音又は映像情報を読み出す。また，再生情報が，映画のタイ
トルである場合は，この映画のタイトルと関連付けて記憶されている映画の音声情報と映
像情報とを読み出す。このようにして，携帯端末からリクエストがあったコンテンツを読
み出すことができる。
【００６８】
　放送サーバ（５）は，再生装置に関する情報により特定される再生装置へ，音又は映像
情報を送信する（ステップ３０３）。送信の方法は，これまで説明したものと同様である
。
【００６９】
　すると，再生装置（２）は，音又は映像情報を受信する（ステップ４０１）。そして，
受信した映像情報をフレームバッファに記憶し，映像を再生する。また，受信した音をバ
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ッファに記憶し，音を再生する。このようにして，再生装置において，携帯端末で指定し
た音又は映像情報を，再生装置（２）に再生させる（ステップ４０２）。
【００７０】
　次に，本発明の好ましいパターン例について説明する。この例は，管理サーバが，上記
の構成に加え，さらに，ある再生装置ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて，
当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるための候補情報選択手段を有する。ここ
で「候補情報」とは，ある再生装置ＩＤで特定される再生装置にいずれの携帯端末からの
再生要求がない場合に再生する音又は映像情報の候補の再生情報である。つまり，店頭モ
ニタなどについて，携帯端末から再生要求がない場合，店頭モニタをうまく活用できない
。このため，過去のデータを利用することで，店頭モニタにおいて表示させる候補をあげ
ることができる。具体的には，管理サーバは，再生装置ＩＤに関連して，複数の再生情報
を記憶している。このさい記憶した再生情報に紐付けられて記憶されている再生情報を候
補情報としてあげればよい。なお，複数の再生情報のうち記憶された回数の多いものを候
補情報としてあげてもよい。また，再生情報に関連する再生情報を，ワード検索などを用
いて抽出し，候補情報としてもよい。このような候補情報選択手段を有するので，再生要
求がない場合であっても，ある再生装置を見るものに興味が深い情報を表示できることと
なる。
【００７１】
　次に，本発明の好ましいパターン例について説明する。この例では，携帯端末が,携帯
端末の識別情報である携帯端末ＩＤを前記管理サーバへ送信する送信手段を有する。そし
て，携帯端末が，再生装置ＩＤ及び再生情報を管理サーバへ送信する際に，携帯端末ＩＤ
も合わせて送信する。
【００７２】
　一方，管理サーバは，携帯端末ＩＤを記憶する携帯端末ＩＤ記憶手段と，ある再生装置
ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報および携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再
生情報を用いて，当該ある再生装置ＩＤにおける候補情報を求めるための候補情報選択手
段をさらに有する。
【００７３】
　候補情報選択手段は，複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を用いて候
補情報を求めるとともに，再生装置ＩＤに再生情報を提供した携帯端末の携帯端末ＩＤを
把握し，その携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置
ＩＤにおける候補情報を求める。複数の再生装置ＩＤに関連付けて記憶された再生情報を
用いて候補情報を求める方法は，さきに説明したとおりである。これと同様の方法を用い
て，携帯端末ＩＤと関連して記憶した複数の再生情報を用いて当該ある再生装置ＩＤにお
ける候補情報を求めればよい。
【実施例１】
【００７４】
　以下，実施例を用いて本発明の例を説明する。本発明は，以下の実施例に限定されず，
当業者に自明な範囲で適宜修正を行うことができる。
【００７５】
　図４は，携帯端末Ａが，コンテンツ指定情報を用いて，放送サーバにおいて検索した様
子を示す図である。図４に示されるように，携帯端末Ａが，「ファミコン」（登録商標）
というコンテンツ指定情報を用いて，放送サーバであるユーチューブ（登録商標）におい
て検索する。
【００７６】
　図５は，携帯端末Ａが，放送サーバからコンテンツ指定情報に対応するムービーリスト
を取得した様子を示す図である。図５に示されるように，携帯端末Ａは，ユーチューブ（
登録商標）から「ファミコン」（登録商標）に対応するムービーリストを取得する。この
通信は，携帯端末による一般的な通信太陽であってもよい。
【００７７】
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　図６は，携帯端末が近くにある再生装置の再生装置ＩＤを取得する様子を示す図である
。図６に示されるように，携帯端末Ａが近くにある再生装置ロの再生装置ＩＤ「ロ」を取
得する。この工程は，図４または図５の工程の前に行われてもよいし，図４と図５の工程
との間に行われてもよく，図４及び図５の工程の後に行われてもよい。
【００７８】
　図７は，携帯端末Ａは，放送サーバから取得したコンテンツ指定情報を管理サーバに送
信する様子を示す図である。その際に，コンテンツ指定情報である「ファミコン」（登録
商標），再生装置ＩＤ「ロ」及び放送サーバであるユーチューブ（登録商標）に関する情
報もあわせて送信する。図７に示されるように，携帯端末Ａは，放送サーバであるユーチ
ューブ（登録商標）から取得したムービーリストから再生情報である「５ＬｕＮｑｑ３Ｕ
Ｆｖｗ」を選択して管理サーバに送信する。その際に，コンテンツ指定情報である「ファ
ミコン」（登録商標），再生装置ＩＤ「ロ」及び放送サーバであるユーチューブ（登録商
標）に関する情報もあわせて送信する。
【００７９】
　図８は，管理サーバが，再生装置ロに放送サーバを特定する情報，再生情報（コンテン
ツ特定情報），及びコンテンツ指定情報を送信する様子を示す図である。図８に示される
ように，管理サーバは，再生装置ロに，放送サーバである「ユーチューブ」（登録商標）
を特定する情報，その放送サーバにおける再生情報である「５ＬｕＮｑｑ３ＵＦｖｗ」，
及びコンテンツ指定情報である「ファミコン」（登録商標）を送信する。
【００８０】
　図９は，再生装置が，放送サーバにコンテンツ特定情報を送信し，指定した動画を配信
するように指示する様子を示す図である。図９に示されるように，再生装置ロは，管理サ
ーバから送信された情報を用いて，放送サーバである「ユーチューブ」（登録商標）にア
クセスし，コンテンツ特定情報である「５ＬｕＮｑｑ３ＵＦｖｗ」を用いて，指定した動
画を配信するように指示する。すると，放送サーバは，コンテンツ特定情報「５ＬｕＮｑ
ｑ３ＵＦｖｗ」を用いて，動画情報を検索し，読み出した動画を再生装置ロへ向けて送信
する。再生装置ロは，受信した動画を再生する。
【００８１】
　図１０は，管理サーバにおける紐付けの例を示す図である。図１０に示されるように，
管理サーバーは上記のような情報を蓄積することができるため、多彩な候補情報を提供で
きる。
再生装置「イ」が設置してある場所ではサッカーに関連する動画が放送されておりサッカ
ー好きが集まる場所であると推測される。よって，サッカーに関する再生情報を候補情報
とすることができる。
【００８２】
　再生装置「ロ」が設置してある場所ではコマーシャル、特にファミコン（登録商標）に
関係するコマーシャルやゲームに関する動画を放送する。再生装置「ハ」が設置してある
場所ではお笑いに関係する動画を候補情報とする。また、携帯端末ＩＤ
Ｂで特定される携帯端末は女性歌手Ｃだけ検索しているが、場所によって表示するコンテ
ンツを使い分けていることがわかる。このように蓄積された情報から得られたコンテンツ
のカテゴリによって再生情報の候補となる動画を管理サーバは携帯端末ＩＤもしくは再生
装置ＩＤそれぞれに推薦できる。また，例えば、再生装置ＩＤと携帯端末ＩＤを用いるこ
とによって携帯端末Bが再生装置ＩＤロで動画を閲覧した直後に女性歌手Ｃの歌が挿入さ
れたＣＭを候補情報とすることができる。またロでは全体としてファミコン（登録商標）
に関するＣＭが流れているため例えば「ファミコンＣＭ集」を候補情報とすることができ
るようになる。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は，ディスプレイ産業や情報通信の分野で利用されうる。
【図面の簡単な説明】
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【００８４】
【図１】図１は，本発明のシステム例を説明するブロック図である。
【図２】図２は，本発明の動作例を説明するフローチャートである。
【図３】図３は，本発明の上記とは別の動作例を説明するフローチャートである。
【図４】図４は，携帯端末Ａが，コンテンツ指定情報を用いて，放送サーバにおいて検索
した様子を示す図である。
【図５】図５は，携帯端末Ａが，放送サーバからコンテンツ指定情報に対応するムービー
リストを取得した様子を示す図である。
【図６】図６は，携帯端末が近くにある再生装置の再生装置ＩＤを取得する様子を示す図
である。
【図７】図７は，携帯端末Ａは，放送サーバから取得したコンテンツ指定情報を管理サー
バに送信する様子を示す図である。
【図８】図８は，管理サーバが，再生装置ロに放送サーバを特定する情報，放送サーバに
おけるコンテンツ特定情報，及びコンテンツ指定情報を送信する様子を示す図である。
【図９】図９は，再生装置が，放送サーバにコンテンツ特定情報を送信し，指定した動画
を配信するように指示する様子を示す図である。
【図１０】図１０は，管理サーバにおける紐付けの例を示す図である。
【符号の説明】
【００８５】
１　再生システム；２　再生装置；３　携帯端末；　４　管理サーバ；５　放送サーバ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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